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　（２）設計構造【B】（交通量区分 N5） 

CBR ３ 

交通区分・・・B 交通　　H ＝７０ｃｍ　　TA ＝ 26.50

名　　　称 仕上厚 材　名，　規　格，　条　件 密　度 TA

アスファルト表層工    5cm  再生密粒度アスコン最大粒径 20mm 2,350   5.0

アスファルト基層工    5cm  再生粗粒度アスコン最大粒径 20mm 2,350   5.0

上 層 路 盤 工   15cm  再生粒調砕石 40mm 修正 CBR80 以上 2,100   5.25

下 層 路 盤 工   45cm  再生クラッシャーラン 40mm 修正 CBR30 以上 2,040  11.25

計   70cm (kg/㎥)  26.50

 

【本復旧構造】 

                                                                　側溝及び L 型 

 　　　　　　　　　　　本復旧幅員　　　         単位：cm 
  

                        
           
     影響範囲               掘削幅               影響範囲 

  

            5  

            5  

           15    

   再生粒調 砕石  

        再生クラシッ ャーラン  

  70 又は砕石クラ ッシャーラン  

      45        〃  

  

        〃  

  

  

  

       50  

       以  

       上  

               本復旧施行分 

 

 

（注）1　本復旧幅員は掘削箇所の当該車線幅員（路肩を含む）とする。 

　　　2　舗装復旧の影響範囲については、別図 1 と 2 及び別記 1 により、各事務所で決定する。 

　　　3  電線、水管、ガス管又は下水道管を道路の地下に設ける場合における埋設の深さ等につ 
        いては、平成 11 年 10 月 20 日付道維第 20 号の 2 の通知の基準に従って行うこともできる。 

(参考)CBR ＝地盤試験の一つで路床土支持力比を示す、H ＝舗装厚、TA ＝等値換算厚 
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【仮復旧構造】 

                                                                 単位：cm 
                                              
 

                                                  
                           

掘削幅 

  

               本復旧の際撤去

  

           5  

           5     再生粒調 砕石  

          15        〃          
    　  

          15   再生クラッ シャーラン                
 又は砕石クラ ッシャーラン 　　　　　　※路盤材の寸法は 

     15        〃         　　１層別の転圧厚を 

         　　示す。

     15        〃
 

 

     50 
          以 

          上
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３　浅層埋設について 
 

※「道路管理事務の手引き（占用関係通知集）」平成 21 年 4 月　参照（P153 から） 

電線、水管、ガス管又は下水道管を道路の地下に設ける場合における埋設の深さ等について 

 

(1) 電気事業及び電気通信事業等 

　・電線を車道の地下に設ける場合 

　　　道路の舗装の厚さに0.3mを加えた値又は0.6m以下としないこと。 

　・電線を歩道の地下に設ける場合。 

　　　原則として車道部分の高さから0.5m以下としないこと。 

(2) 水道事業及びガス事業 

　・水管又はガス管を車道の地下に設ける場合 

　　　道路の舗装の厚さに0.3mを加えた値又は0.6m以下としないこと。 

　・水管又はガス管の本線以外の線を歩道の地下に設ける場合 

　　　原則として車道部分の高さから0.5m以下としないこと。 

(3) 下水道事業 

　・下水道管の本線を地下に設ける場合 

　　　道路の舗装の厚さに0.3mを加えた値又は1m以下としないこと。 

　・下水道管の本線以外の線を、車道の地下に設ける場合 

　　　道路の舗装の厚さに0.3mを加えた値又は0.6m以下としないこと。 

　・下水道管の本線以外の線を、歩道の地下に設ける場合 

　　　原則として車道部分の高さから0.5m以下としないこと。 

　・下水道管に外圧１種ヒューム管を用いる場合 

　　　1m以下としないこと。 

 

（注１）歩道埋設時に基準となる車道部分の高さについて 

　歩道埋設時における車道部分の高さとなる基準点は、その歩道に隣接した車道端部の高さとする。 

 

（注２）車道における舗装の厚さの定義について 

　改良済区間等で舗装構造が明確な場合は、その舗装構成における舗装と路盤の最下面を舗装の厚

さとする。埋戻材料については、その舗装構造における路盤、路床材料と同等以上のものを使用す

る。 

　未改良区間等で舗装構成が不明な区間の場合は、現在の交通区分に基づき、千葉県道路占用工事

共通指示書による「舗装構成標準図」の舗装と路盤の最下面を舗装の厚さとする。 

　交通区分が複数存在する場合には、個別具体的に検討し、占用区間の代表的な交通区分による舗

装構成標準図の路盤を舗装の厚さとする。埋戻材料については、千葉県道路占用工事共通指示書に

おける路盤、路床材料による。 

 

（注３）従来の基準の取扱いについて 

　適用対象となる事業と埋設深さについては、上記(1)から(3)に掲げるとおりであるが、道路の舗

装構成、道路附属物、土質の状況、交通状況及び気象状況等から勘案し、従前の取扱いによること

もできるものとする。上記(1)から(3)以外の事業に使用する埋設管路が今回適用する管路と同一あ

るいは同等以上の強度が証明されるならば、適用可能とすることとする。 

　この場合、H11.10.20付道維第20号の2で適用する管路と同一あるいは同等以上の強度の証明の方

法については、申請者に使用する管渠等の規格、構造計算等により個別に対応するものとする。 
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（参考例１）　車道に地下管路を埋設する場合 （単位：㎝） 

例　【Ｂ】交通 

      　　　　車道 

アスファルト　　　　　　　　10 　　太括弧内が通達中の「舗装の厚さ」である。 

 

  

再生粒調砕石　　　　　　　　15 　　舗装の厚さの定義は、H11.10.20道環第20号2参照 

 

再生クラッシャーラン　　　　15   

又は砕石クラッシャーラン  

再生クラッシャーラン　　　　15   

又は砕石クラッシャーラン  

再生クラッシャーラン　　　　15   

又は砕石クラッシャーラン  

 建設発生土、再生砂、改良土     路盤から 30cm の位置に地下管路を設置すること

又は良質土                  30  　　が可能になる

　　ただし、土被りが 60cm 以下にならないようにす

　　ること。（下水道管の本線と外圧１種ヒューム管に

　　ついては１ｍの土被りを確保すること。）

                                                                                

 

（参考例２）歩道に地下管路を埋設する場合   （単位：㎝） 

         歩道                  

    ﾏｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ部分           

            土被りの基準となる高さ（歩道に隣接する車道端部）

      

    　　　　横断勾配 原則として、点線部分の車道の高

     さの部分から50㎝の土被りを確保

    　　50 する。 

    そうすることによりﾏｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ部分

　　　　車道 が切下げや歩道改良等により撤去

されても土被りが確保できること

になる。 

現況の許可基準に「車道の高さ部分」という記述はないものの、今後の高齢化社会、身障者のた

めのﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化に配慮するためにﾏｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ型は車道と同じ高さへ改良されていくことが予想され

る。将来この改良を行うごとに占用物件に対策を講じることは効率的でない。このため、切り下げ

によっても所定の土被りを確保し、将来のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化に支障無く対応するために、土被りの基準位

置を車道面と同じ高さになる点とすることとする。なお、前述のとおり従前の基準の適用を妨げる

ものではない。 

 

※H11.10.20付道維第20号の2を適用する場合については、既設占用物件の把握が重要になると思わ

れる。不測の事故を防ぐためにも、占用申請者は占用申請時に、既設占用物件を精査すると共に、

既設占用物件に支障の無いよう設計を行うよう指導すること。この結果この基準を適用することが

困難となる場合は、従前の取扱いによるものとすること。また、占用者は、工事施工時に既設占用

物件を破損することの無いよう細心の注意を払うこととすること。 

 

※H11.10.20付道維第20号の2における「適用対象となる事業と埋設深さについて」の土被りについ

て「～㎝以下としない」という記述は、土被りが「～㎝」確保されていれば可と解釈するものとす

る。 
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４　段差解消施工図 
 

　新旧舗装の継手部分は、縦断・横断方向とも下記断面図のとおり、段差解消取付を行うことを原

 則とする。

 

①はつり法                                   ②カット法

 段差解消取付部で 15cm  程度はつる。    上層 2 層を 15cm  程度カットする。

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1  　片側全面復旧での縦断方向についてはこの限りではない。

注 2　アスファルト 2 層分（表層・基層）について、合材接着テープ等を使用することが望ましい。 

注 3　路盤は仮復旧時に復旧し、影響範囲をとらない。本復旧時は、上記合材層の影響範囲をとる。 

注 4　在来舗装の痛みが少ない場合は、アスファルト 2 層分のみ影響範囲をとり、本復旧すること

 　　としてよい。

注 5　在来舗装の痛みが酷い等、上記の施工が困難な場合は、別途所長等の指示により施工方法を

 　　定める。

　※   合材層→表層・基層等からなる。

 

 

 

５　掘削の制限 
 

 　舗装路面は、原則として次の期間は掘削を許可しない。

 

 （１）セメントコンクリート舗装　　５年

 （２）アスファルト舗装　　　　　　３年

 

 

 

６　土留工を必要とする掘削 
 

 （１）掘削する深さが１．５ｍを超える場合には、原則として土留工を施すこと。

 （２）土留板は、掘削後直ちにはめ込むこと。

 （３）杭又は矢板は、埋めごろしてはならない。

 


